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2.57 点、「光」条件：9.5 ± 2.52 点となり、両条件間
に差は認められなかった。一方、首振り回数について
みると、「音と光」条件：7.1 ± 2.96 回、「光」条件：












学年 人数 年齢 身長 体重 経験年数
（年） （人） （歳） （cm） （ｋｇ） （年）














小 5 1 11 144.9 32.6 2






























































↓」群 17 名、「得点－」群 4名となった。なお、今回
の実験では、測定順序を2通り設定している。「音と光」
条件を先に測定した 20 名と、「光」条件で先に測定し
た 15 名である。上述の 3 群には、測定順序の違いに
よる偏りはみられなかった。すなわち、「音と光」条
件で先に測定した20名については、7名が「得点↑」群、













→「光」条件：10.5 ± 3.44 であり、「得点↑」群では「音






　 得点 首振り 所要 成功率
得点↑群 ↑ ↑ 短 ↑







　 得点 首振り 所要 成功率
光 ▽ － ▽ －













































































0.15 秒～ 0.20 秒であった。一方、「聴覚」シグナル
に対する反応時間は、男子：0.13 秒、女子：0.14 秒
であり、「視覚」シグナルに対する反応よりも「聴覚」
シグナルに対する反応の方が速いと報告している。こ
のことを踏まえて整理すると、「光」に比べ「音」の
方が動きに介入しやすい。その音の刺激というのは、
プレーヤーにとっては音による確認、行動決定の後押
しという役目を果たしているのではないだろうか。「得
点↓」群にはこの仮説が当てはまる。つまり、音によ
る標的指示が存在する条件下では、「光」条件の場合
よりも首振り回数は少ないがパス所要時間は短い。こ
のスピーディーな動作は、音による標的指示と標的の
所在を示す番号の記憶に後押しされたものである。一
方、「得点↑」群の選手からに、「音による標的指示は
邪魔になる。」というアンケートの回答があった。こ
れは、点灯している光の標的をひたすら探し続ける。
すなわち、首振り回数が多くなり、このことがルック
アップ動作を引き出すことになり、結果的に高得点と
いうパフォーマンス向上に結び付いている。本研究で
は、ジュニア期のサッカー選手において、いわゆる「ル
ックアップ動作」が身に付き始めているグループと、
声かけによる情報を頼りにしてプレーするグループに
分かれるという実態のあることを明らかにできた。実
際の指導場面において、指導者たちは熱心に選手たち
に声をかけている。選手のスキル向上に、或いはチー
ム力向上に熱心に取り組んでいるのである。本研究の
結果は、指導者の声かけに内在している問題を見事に
顕在化してくれている。自分の目でゲームの流れ、局
面の展開を決定付ける決断を、自ら勇気を持って行な
うというスポーツに関わる選手の自律を阻害してしま
いかねない問題である。
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(1) ルックアップ動作の身に付いた選手ほど、トラッ
プ＆パス動作のパフォーマンスは高い。
(2) 聴覚情報に反応しやすい群と、視覚情報で判断し
ている群に分かれる。
(3) 音による標的指示を阻害要因としている選手と、
反対にプレーしやすい要因としている選手とに分
かれる。
(4) 光による標的指示を、「周りを見なくてはならな
いから難しい」と受け止めている選手と、「集中
しやすい」という選手に分かれる。
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